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矢
部
　
貞
治
著

『
矢
部
貞
治
日
記
　
銀
杏
の
巻
』

（
三
九
歳
）
、
昭
和
一
八
年
六
月
海
軍
大
学
校
教
授
嘱
託
（
四
〇
歳
）
、
昭
和
一
九

年
一
〇
月
大
東
亜
省
嘱
託
（
四
一
歳
）
、
昭
和
一
九
年
一
二
月
綜
合
計
画
局
参
与

（
四
二
歳
）
、
昭
和
二
〇
年
七
月
内
閣
嘱
託
、
昭
和
二
〇
年
一
二
月
東
京
帝
国
大

学
教
授
依
願
免
官
（
四
三
歳
）
、
昭
和
二
七
年
四
月
早
稲
田
大
学
講
師
（
四
九
歳
）
、

昭
和
二
八
年
一
〇
月
選
挙
制
度
調
査
会
委
員
（
五
〇
歳
）
、
昭
和
二
八
年
一
二
月

政
治
学
博
士
（
五
一
歳
）
、
昭
和
三
〇
年
三
月
拓
殖
大
学
総
長
兼
教
授
（
五
二
歳
）
、

昭
和
三
二
年
七
月
憲
法
調
査
会
副
会
長
（
五
四
歳
）
、
昭
和
三
九
年
六
月
拓
殖
大

学
総
長
兼
教
授
辞
任
（
六
一
歳
）
、
昭
和
四
一
年
四
月
早
稲
田
大
学
客
員
教
授

（
六
三
歳
）
、
昭
和
四
二
年
五
月
七
日
死
去
（
六
四
歳
）
。

　
『
矢
部
貞
治
日
記
　
銀
杏
の
巻
』
は
、
矢
部
貞
治
博
士
の
日
記
三
分
冊
の
中

の
第
一
冊
で
あ
る
。
本
書
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
を
終
え
て
帰
国
し
た
昭
和
一

二
年
五
月
二
八
日
か
ら
、
敗
戦
の
年
で
あ
る
昭
和
二
〇
年
一
二
月
三
一
日
ま
で

の
目
記
で
あ
る
。

矢
部
博
士
に
つ
い
て
は
、
政
治
学
の
研
究
者
で
あ
れ
ば
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
巻
末
に
附
さ
れ
て
い
る
「
矢
部
貞
治
略
歴
」
を
借
り
、
そ
の
生
涯
を
さ

ら
に
簡
潔
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。
明
治
三
五
年
一
一
月
九
日
鳥
取
県
に
生
ま
れ

る
。
大
正
一
五
年
三
月
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
政
治
学
科
卒
業
、
直
ち
に
同

大
同
学
部
助
手
に
な
る
（
壬
二
歳
）
。
昭
和
三
年
五
月
東
京
帝
国
大
学
助
教
授

（
二
五
歳
）
、
昭
和
七
年
四
月
政
治
学
講
座
担
当
（
二
九
歳
）
、
昭
和
一
〇
年
四
月

文
部
省
在
外
研
究
員
と
し
て
、
米
、
英
、
独
、
仏
に
留
学
（
三
二
歳
）
、
昭
和
一
二

年
五
月
帰
国
（
一
一
西
歳
）
、
昭
和
一
四
年
八
月
東
京
帝
国
大
学
教
授
（
三
六
歳
）
、

昭
和
一
五
年
六
月
海
軍
省
嘱
託
（
三
七
歳
）
、
昭
和
一
七
年
一
〇
月
外
務
省
嘱
託

　
　
　
紹
介
と
批
評

　
上
下
二
段
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
八
七
六
頁
と
い
う
膨
大
な
日
記
を
、
約
十
日

間
、
こ
れ
だ
け
に
取
り
組
ん
で
読
み
耽
つ
て
い
る
と
ぎ
、
私
の
胸
中
に
沸
々
と

湧
き
起
り
、
と
め
ど
な
く
広
が
つ
て
い
く
も
の
が
あ
つ
た
。
そ
れ
は
学
問
的
な
定

義
・
術
語
と
し
て
は
多
分
市
民
権
を
有
し
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
「
時
勢
」
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
何
人
に
よ
つ
て
も
抑
え
こ
む
こ
と
が
で
き
ず
、
し
か
も
す
べ

て
の
人
を
な
び
か
せ
従
え
て
し
ま
う
、
こ
の
得
体
の
し
れ
な
い
「
時
勢
」
と
い

う
怪
物
に
は
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
と
い
う
嘆
声
を
洩
ら
し
た
こ
と
が
度
々
で

あ
つ
た
。

　
矢
部
博
士
が
帰
国
し
た
の
は
日
中
戦
争
の
約
四
十
日
前
で
あ
る
。
小
人
数
の

会
合
で
「
戦
争
の
危
機
と
平
和
主
義
者
の
態
度
」
と
い
う
講
話
を
す
る
が
、
す

で
に
わ
が
国
は
、
平
和
論
、
自
由
論
を
述
べ
て
み
て
も
実
際
的
効
果
を
期
待
し

え
な
い
こ
と
が
わ
か
つ
て
い
た
、
所
詮
こ
れ
ら
の
学
説
を
守
り
つ
づ
け
て
、
こ

れ
を
後
に
来
る
べ
き
も
の
に
遺
す
の
だ
、
と
い
う
心
が
け
の
時
代
に
な
つ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
　
　
　
（
九
五
）



　
　
　
紹
介
と
批
評

た
（
昭
和
一
二
年
七
月
三
日
）
。
平
和
を
論
じ
て
四
目
後
、
日
中
戦
争
に
突
入
す
る
。

「
銃
後
の
熱
誠
」
は
狂
気
の
沙
汰
と
し
か
い
え
ず
、
政
府
、
新
聞
、
ラ
ジ
オ
は
デ
マ

ゴ
ー
グ
に
化
し
、
朝
日
新
聞
社
の
軍
用
機
献
納
運
動
に
む
ら
む
ら
と
反
感
が
湧

く
（
同
年
八
月
一
〇
日
）
が
、
そ
れ
は
個
人
の
胸
中
に
お
け
る
私
憤
と
し
て
秘
め

て
お
く
だ
け
で
あ
る
。
尾
崎
行
雄
の
反
戦
演
説
が
非
難
さ
れ
た
こ
と
を
新
聞
で

読
む
と
、
矢
部
博
士
の
首
も
一
瞬
冷
た
く
な
る
の
を
感
ず
る
（
同
年
八
旦
三
日
）
、

帰
国
後
三
ヵ
月
経
過
し
た
時
点
で
あ
る
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
帰
り
の
新
進
の
東
京
帝
国
大
学
助
教
授
を
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
も

政
府
も
放
つ
て
お
か
な
い
。
時
の
勢
い
は
自
由
主
義
者
で
あ
ろ
う
と
平
和
主
義

老
で
あ
ろ
う
と
、
自
己
の
体
内
に
呑
み
込
ん
で
同
化
し
よ
う
と
す
る
。
こ
の
場

合
、
時
勢
に
さ
か
ら
え
ば
首
の
刃
が
ひ
ら
め
く
の
で
あ
る
。
首
に
刃
を
突
き
つ

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
た
瞬
間
、
人
の
運
命
は
き
ま
る
。
刃
の
餌
食
に
な

る
か
、
刃
に
屈
す
る
か
の
二
つ
の
う
ち
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
本
心
か
ら
で
な
く

護
身
の
た
め
に
せ
よ
、
ひ
と
た
び
権
力
を
迎
え
い
れ
た
な
ら
ば
、
権
力
は
そ
れ

を
受
容
し
た
人
間
の
心
中
の
苦
悩
を
一
切
考
慮
し
な
い
。
権
力
は
屈
服
し
た
人

間
を
利
用
す
る
だ
け
で
あ
る
。
矢
部
博
士
が
国
際
関
係
に
つ
い
て
述
べ
た
意
見

を
、
外
務
省
情
報
部
長
は
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
の
演
説
批
判
に
歪
曲
し
て

早
速
利
用
す
る
。
こ
う
い
う
形
で
こ
う
強
く
出
て
こ
よ
う
と
は
思
わ
な
か
つ
た

（
同
年
一
〇
月
六
日
）
と
慨
い
て
み
て
も
、
後
の
祭
で
あ
る
。
目
に
見
え
な
い
ベ
ル

ト
は
進
み
、
外
務
省
文
化
事
業
部
、
文
部
省
、
軍
部
の
お
膳
立
て
の
学
者
に
よ

る
北
支
視
察
団
の
一
員
に
組
み
こ
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
矢
部
博
士
は
必
ず
し

も
乗
り
気
で
は
な
い
が
長
尾
総
長
、
田
中
耕
太
郎
学
部
長
を
通
し
て
の
指
名
で

あ
り
、
上
官
は
こ
の
指
名
に
応
ず
る
こ
と
を
奨
め
、
南
原
繁
政
治
学
科
主
任
も
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六
　
　
　
（
九
六
）

ち
ま
ち
諒
承
す
る
。
何
人
も
、
そ
れ
が
フ
ァ
シ
ズ
ム
・
侵
略
戦
争
に
協
力
す
る
と

同
じ
で
あ
る
か
ら
拒
否
せ
よ
と
は
い
わ
な
い
。
む
し
ろ
上
官
は
、
矢
部
博
士
に

拒
否
さ
れ
る
と
大
学
及
び
学
部
の
体
面
が
保
て
な
く
な
る
こ
と
を
お
そ
れ
て
す

ら
い
る
（
同
年
二
月
一
二
ー
二
一
百
）
。
矢
部
博
士
は
保
身
の
た
め
、
か
つ
ま
た

組
織
の
蟄
と
し
て
北
支
へ
行
く
と
い
う
印
象
を
読
者
は
誰
で
も
感
ず
る
で
あ
ろ

う
。
北
支
で
は
、
目
本
の
中
国
支
配
を
い
か
に
日
記
の
中
で
厳
し
く
批
判
し
、

ま
た
同
行
の
仲
間
が
懸
命
に
視
察
し
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
て
、
そ
れ
が
愚
劣
だ

と
記
し
て
み
て
も
（
六
五
頁
）
、
じ
つ
は
矢
部
博
士
自
身
も
支
配
者
の
お
先
棒
を

か
つ
ぎ
、
愚
劣
者
と
同
じ
結
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
は
、
現
時
点
で
こ
れ
を

読
む
者
に
は
誰
に
で
も
わ
か
る
。
昭
和
研
究
会
、
国
政
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
と

し
て
、
主
観
的
に
は
侵
略
的
・
搾
取
的
で
な
い
外
交
、
戦
争
、
統
治
の
在
り
方

を
熱
心
に
研
究
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
結
果
は
期
待
と
は
逆
に
な
つ
て
い
く
の

で
あ
る
。
そ
の
証
拠
と
し
て
は
、
矢
部
博
士
が
た
ど
り
つ
い
た
結
論
の
ひ
と
つ

を
紹
介
す
る
だ
け
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
「
（
蘭
印
を
）
占
領
し
た
ら
軍
政
と
す

る
こ
と
、
軍
政
の
下
に
将
来
の
高
等
弁
務
官
た
る
べ
き
文
官
を
中
心
に
し
て

文
官
の
ス
タ
ッ
フ
を
置
き
、
一
方
東
印
度
人
の
反
和
蘭
分
子
な
ど
の
中
か
ら
対

日
協
力
の
指
導
者
を
発
見
育
成
し
、
同
時
に
憲
法
、
政
治
、
植
民
政
策
等
の
専

門
調
査
団
を
派
遣
し
、
之
に
調
査
と
東
印
度
憲
法
の
立
案
を
や
ら
せ
る
こ
と
、

そ
の
上
で
東
印
度
人
の
意
見
も
聴
い
て
憲
法
を
定
め
、
一
定
の
監
視
期
間
を
以

て
東
印
度
人
の
自
治
に
委
す
べ
き
こ
と
、
同
時
に
東
印
度
に
対
し
て
は
主
権
を

認
め
、
国
民
会
議
の
自
治
的
要
素
を
拡
大
し
（
但
し
議
会
は
諮
問
的
と
す
）
、
民
族

文
化
を
尊
重
し
、
共
存
主
義
の
経
済
を
行
う
原
則
を
以
て
、
軍
事
外
交
は
日
本

の
宗
主
権
を
認
め
る
旨
の
条
約
を
結
ぶ
べ
き
こ
と
」
（
昭
和
一
六
年
七
月
二
九
日
）



と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
昭
和
一
五
年
六
月
、
海
軍
省
嘱
託
と
な
つ
た
矢
部
博
士
は
、
連
目
、
海
軍
省

に
赴
く
か
、
海
軍
と
の
研
究
会
・
会
合
に
出
席
し
、
き
わ
め
て
精
力
的
に
「
東

亜
新
秩
序
論
」
、
「
帝
国
国
防
国
家
論
」
、
「
臨
戦
政
治
指
導
方
策
」
そ
の
他
数
多

の
文
書
作
成
に
没
頭
し
、
こ
れ
ら
の
仕
事
に
た
ず
さ
わ
つ
て
、
他
に
余
力
が
な

い
。
帰
朝
直
後
、
戦
争
の
危
機
に
際
し
平
和
主
義
者
の
立
場
か
ら
話
を
し
た
面

影
は
、
昭
和
一
六
年
一
二
月
八
日
を
前
に
し
て
、
そ
の
片
鱗
だ
に
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
な
い
。
大
学
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
も
「
東
亜
新
秩
序
論
」
を
テ
ー
マ
に
し
、

き
わ
め
て
時
局
向
き
で
あ
り
、
学
生
も
矢
部
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
ヘ
殺
到
し
て
や
ま
な

い
。
も
と
よ
り
矢
部
博
士
一
人
が
、
か
つ
て
軽
蔑
し
て
い
た
狂
気
の
沙
汰
の
渦

中
に
あ
つ
た
わ
け
で
は
な
い
。
開
戦
一
週
間
前
に
、
海
軍
省
で
海
軍
の
軍
人
と

矢
部
、
松
下
正
寿
、
大
河
内
一
男
氏
ら
の
共
同
研
究
が
お
こ
な
わ
れ
、
外
交
問

題
に
関
し
「
宣
戦
布
告
」
と
い
う
形
式
を
と
る
べ
き
か
否
か
が
論
議
さ
れ
た
。

某
中
佐
と
大
河
内
氏
は
、
国
民
の
志
気
を
緊
張
さ
せ
る
た
め
に
「
宣
戦
布
告
」

は
ぜ
ひ
必
要
だ
と
主
張
す
る
（
昭
和
一
六
年
一
二
月
一
日
）
。
す
で
に
矢
は
放
た
れ

て
い
た
の
で
あ
り
、
あ
と
は
先
陣
を
競
う
だ
け
が
問
題
で
あ
る
。

　
緒
戦
の
勝
利
に
随
喜
す
る
矢
部
博
士
は
庶
民
と
な
ん
ら
か
わ
り
が
な
か
つ

た
。
ハ
ワ
イ
作
戦
は
世
界
戦
史
上
の
一
大
偉
業
（
昭
和
一
六
年
一
二
月
九
日
）
で
あ

る
と
書
き
、
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ
ェ
ー
ル
ス
を
撃
沈
し
た
こ
と
、
豪
快
こ
れ

に
過
ぐ
る
は
な
い
、
海
軍
万
歳
（
同
年
同
月
一
〇
日
）
と
筆
を
躍
動
さ
せ
、
ハ
ワ

イ
作
戦
の
天
佑
と
マ
レ
ー
上
陸
作
戦
の
天
佑
を
し
み
じ
み
感
じ
る
の
で
あ
る

（
一
一
日
）
。
昭
和
工
ハ
年
を
送
る
に
当
つ
て
、
博
士
が
積
極
的
に
海
軍
の
相
談

に
あ
づ
か
つ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
歴
史
の
進
展
中
の
一
人
の
人
物
た
る

紹
介
と
批
評

を
自
覚
し
て
明
年
も
大
い
に
奮
発
し
た
い
（
同
年
二
一
旦
三
日
）
と
抱
負
を
し

た
た
め
る
。
昭
和
一
七
年
一
月
一
二
日
の
印
記
は
、
東
大
で
の
政
治
学
の
講
義

で
、
世
界
及
び
大
東
亜
の
新
秩
序
を
論
ず
る
が
、
そ
の
時
の
学
生
の
反
応
と
博

士
の
所
感
は
「
大
東
亜
の
問
題
を
現
実
に
論
ず
る
と
学
生
が
げ
ら
く
笑
う
。

何
の
意
味
か
判
ら
ぬ
。
い
x
加
減
な
妄
想
だ
と
考
え
て
笑
う
と
す
れ
ば
、
こ
の
激

動
し
て
進
展
し
つ
x
あ
る
世
界
の
現
実
を
す
ら
、
身
を
以
て
感
じ
な
い
も
の
と

言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
が
大
学
の
醸
す
空
気
だ
と
す
る
と
確
か
に
大
学
は
時

代
に
遥
か
に
遅
れ
て
い
る
と
嘆
ぜ
ざ
る
を
得
ぬ
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
大
学

は
「
時
代
」
に
遅
れ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
時
代
と
共
に
歩
み
進
ん
だ
は
ず
の
矢

部
博
士
は
、
今
日
在
世
し
て
い
た
な
ら
ば
こ
の
日
記
夕
．
悔
恨
の
情
な
く
し
て
読

み
返
す
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
か
。
も
と
よ
り
時
代
．
時
局
と
共
に
進
ん
だ

の
は
矢
部
博
士
だ
け
で
は
な
い
。
博
士
に
接
触
し
、
共
に
会
合
し
、
研
究
会
を

も
ち
、
時
代
の
推
進
者
に
な
つ
て
い
つ
た
人
び
と
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
が
、

い
ま
そ
の
一
部
を
あ
げ
る
と
、
す
で
に
本
稿
で
名
前
の
あ
が
つ
て
い
る
人
び
と

の
ほ
か
に
、
安
井
郁
、
中
島
健
蔵
、
鈴
木
安
蔵
、
田
中
二
郎
、
板
垣
与
一
、
永

田
清
、
大
熊
信
行
、
務
台
理
作
、
山
田
文
雄
、
上
原
専
禄
、
谷
川
徹
三
、
中
山

伊
知
郎
、
末
弘
厳
太
郎
、
堀
真
琴
、
柳
田
謙
十
郎
、
高
山
岩
男
、
西
谷
啓
治
、

鈴
木
成
高
、
高
坂
正
顕
、
田
中
慎
次
郎
氏
ら
の
名
前
が
、
き
ら
星
の
ご
と
く
並

ん
で
い
る
。
一
つ
の
時
代
が
怒
涛
の
ご
と
く
押
し
寄
せ
て
く
る
と
、
多
少
の
信

念
や
思
想
を
抱
く
人
び
と
を
も
、
お
し
み
な
く
呑
み
こ
ん
で
し
ま
う
の
で
あ
ろ

う
o

人
間
は
一
本
の
弱
き
葦
で
あ
る
。
そ
れ
は
考
え
る
葦
だ
と
し
て
も
、
や
は
り

九
七
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七
）
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介
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嵐
に
は
耐
え
ら
れ
ぬ
存
在
で
あ
る
。
折
れ
な
い
ま
で
も
、
な
び
か
な
い
葦
は
な

い
。
仮
り
に
、
な
び
か
ず
に
自
立
し
よ
う
と
強
く
意
志
す
る
者
に
は
、
嵐
は
集

中
的
に
お
そ
い
か
か
る
。

　
矢
部
博
士
が
、
帰
国
後
四
ヵ
月
ほ
ど
過
ぎ
た
頃
で
あ
る
。
蓑
田
胸
喜
グ
ル
ー

プ
の
新
聞
に
、
矢
部
博
士
は
主
権
的
民
族
国
家
を
否
定
す
る
者
で
あ
る
と
い
う

非
難
の
記
事
が
の
る
（
昭
和
一
二
年
一
〇
月
九
日
）
。
こ
れ
以
後
、
博
士
の
原
稿
は

尖
鋭
さ
を
失
つ
て
い
く
。
「
余
り
正
面
か
ら
批
判
す
る
こ
と
に
す
れ
ば
、
僕
の
身

体
的
生
命
が
危
い
で
あ
ろ
う
し
、
さ
れ
ば
と
て
倫
理
と
理
想
を
説
か
な
け
れ
ば
、

僕
の
学
問
的
生
命
が
な
く
な
る
と
い
う
デ
ィ
レ
ム
マ
」
　
（
一
〇
月
一
五
日
）
に
お

ち
い
る
。
昭
和
一
二
年
か
ら
一
三
年
い
つ
ば
い
と
い
う
期
間
は
、
リ
ベ
ラ
リ
ス

ト
が
、
時
局
に
便
乗
す
る
か
、
そ
れ
と
も
孤
高
を
守
る
か
、
と
い
う
岐
路
に
立

た
さ
れ
た
時
代
で
あ
つ
た
。
矢
部
博
士
の
こ
の
間
の
日
記
は
痛
ま
し
く
悲
し
い
。
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そ
れ
と
生
死
を
共
に
す
る
こ
と
に
何
ら
の
懸
念
も
な
い
が
、
妻
子
の
運
命
を

思
う
と
実
に
辛
い
。

（
二
月
五
日
）
三
室
戸
な
る
男
は
更
に
（
田
中
耕
太
郎
氏
の
1
中
村
註
）
「
教

養
と
文
化
の
基
礎
」
を
問
題
に
し
て
い
る
。

（
二
月
六
日
）
衆
議
院
の
予
算
分
科
会
で
は
江
藤
源
九
郎
と
い
う
札
付
ぎ
議

員
が
、
更
に
末
弘
、
蝋
山
、
横
田
、
宮
沢
の
諸
教
授
の
著
書
に
つ
い
て
攻
撃

し
云
々
。

（
二
月
七
日
）
夜
机
に
向
う
気
も
な
く
、
ぽ
ん
や
り
し
て
い
た
。
静
子
に
話

し
た
ら
、
万
一
そ
ん
な
こ
と
に
な
つ
て
も
ど
う
に
か
や
り
ま
す
と
言
つ
て
く

れ
た
。
（
二
月
八
目
）
昨
夜
憂
欝
に
と
ざ
さ
れ
て
睡
眠
出
来
ず
、
（
中
略
）
研
究
室
で

い
や
い
や
乍
ら
講
義
の
草
稿
。

（
昭
和
一
三
年
一
月
三
一
日
）
最
近
又
第
二
次
の
「
人
民
戦
線
派
」
検
挙
の

報
が
あ
る
。

（
二
月
一
日
）
有
沢
広
己
、
美
濃
部
亮
吉
に
、
脇
村
義
太
郎
君
ま
で
や
ら
れ

て
い
る
。
（
中
略
）
全
国
で
三
八
名
余
に
及
ぶ
。
（
中
略
）
貴
族
院
で
は
三
室
戸
と

い
う
の
が
田
中
耕
太
郎
さ
ん
の
「
法
と
宗
教
と
社
会
生
活
』
の
中
に
神
社
を
冒

濱
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
と
て
非
難
の
演
説
を
し
て
い
る
。
暗
澹
た
る
世
相
だ
。

（
二
月
二
日
）
昨
夜
留
置
場
に
過
ご
し
た
人
々
の
こ
と
を
痛
切
に
想
わ
ざ
る

を
得
澱
。

（
二
月
三
日
）
世
相
憂
欝
で
生
き
る
の
に
興
味
も
な
く
な
る
位
だ
。

（
二
月
四
日
）
僕
は
学
問
と
大
学
を
ラ
イ
フ
・
ワ
ー
ク
と
し
て
択
ん
だ
以
上
、

　
窒
息
の
時
代
を
日
毎
つ
づ
る
文
字
を
抜
き
が
き
し
て
い
た
ら
、
際
限
が
な
い
。

や
が
て
矢
部
博
士
は
、
右
翼
学
生
か
ら
、
プ
リ
ン
ト
、
講
義
に
つ
い
て
毎
時
間

質
問
さ
れ
、
連
日
手
紙
で
非
難
さ
れ
、
戦
々
競
々
と
な
る
。
　
「
頭
の
芯
が
疲
れ

て
い
る
」
「
頭
が
少
し
痛
い
」
（
昭
和
十
三
年
四
月
九
日
）
。

　
狂
気
だ
、
ロ
ジ
ッ
ク
が
な
い
、
頭
が
変
な
奴
に
相
違
な
い
、
と
日
記
で
は
こ

れ
ら
学
生
を
非
難
し
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
学
生
の
手
紙
に
長
時
間
か
け
て

返
事
を
書
き
、
は
じ
め
は
採
点
し
な
い
つ
も
り
の
答
案
に
「
優
」
を
つ
け
、
学

内
で
出
会
え
ば
し
た
し
げ
に
話
し
か
け
、
か
れ
ら
の
攻
撃
を
さ
け
よ
う
と
す

る
。　
昭
和
一
五
年
二
月
七
日
頃
に
は
、
学
生
は
「
矢
部
さ
ん
は
変
つ
て
し
ま
つ



た
。
何
も
期
待
す
る
と
こ
ろ
は
な
い
」
と
い
う
よ
う
に
な
り
、
二
月
一
三
日
の

講
義
で
は
大
政
翼
賛
、
国
体
と
い
う
言
葉
を
く
り
返
し
い
う
の
で
学
生
に
変
な

顔
を
さ
れ
る
。
こ
う
い
う
こ
と
を
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
「
時
勢
」
な
の
だ
と
、
矢

部
は
書
き
刻
ん
で
い
る
。

　
初
め
は
処
女
の
ご
と
く
戦
争
に
お
び
え
て
い
た
矢
部
博
士
も
、
や
が
て
戦
争

口
歴
史
の
進
展
中
の
一
人
の
人
物
と
自
負
す
る
ま
で
に
な
つ
て
い
く
が
、
そ
の

転
換
の
原
因
を
、
お
そ
い
か
か
る
右
翼
や
弾
圧
の
せ
い
だ
け
に
は
で
き
な
い
で

あ
ろ
う
。
嵐
に
耐
え
た
者
が
皆
無
で
は
な
か
つ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
時
局
に
便

乗
し
た
者
の
個
性
、
責
任
も
問
わ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
配
慮

が
読
者
に
常
備
さ
れ
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
で
も
な
お
か
つ
時
代

の
潮
の
目
が
、
右
の
抽
出
さ
れ
た
断
片
に
お
い
て
も
鮮
や
か
で
あ
ろ
う
。

　
仮
面
に
怯
え
て
い
た
者
か
、
ひ
と
た
び
自
ら
そ
の
仮
面
を
身
に
つ
け
る
と
、

仮
面
は
そ
れ
を
つ
け
た
者
を
一
変
さ
せ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
近
衛
文
麿
の
ブ
レ

ー
ソ
と
し
て
新
体
制
秩
序
の
立
案
に
参
画
し
、
海
軍
省
、
外
務
省
、
大
東
亜
省

の
嘱
託
と
し
て
大
東
亜
共
栄
圏
の
理
念
・
政
策
の
指
導
に
あ
た
る
。
そ
の
努
力

は
並
の
も
の
で
は
な
く
、
矢
部
博
士
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
、
も
つ
と
も
若
々
し
い

部
分
は
日
中
戦
争
か
ら
敗
戦
に
至
る
ま
で
の
あ
い
だ
に
、
お
お
か
た
使
い
果
た

さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
連
目
連
夜
、
時
局
に
埋
没

し
た
矢
部
博
士
に
返
つ
て
き
た
も
の
は
な
ん
で
あ
つ
た
ろ
う
か
。
日
本
の
破
滅

が
総
沃
算
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
そ
こ
ま
で
行
く
過
程
に
お
い
て
、

一
餉
一
餉
の
展
開
が
あ
る
よ
う
で
い
て
、
じ
つ
は
そ
の
一
鮪
二
鶴
が
挫
折
し
、

破
綻
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
消
え
た
一
餉
と
新
た
に
生
じ
た
一
餉
と

　
　
　
紹
介
と
批
評

の
間
に
連
続
が
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
に
発
展
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
近
衛
新
体
制
構
想
に
し
て
も
、
昭
和
二
九
年
五
月
二
八
日
、
昭
和
塾
で
新
政

治
の
方
向
や
国
民
運
動
に
つ
い
て
話
を
し
た
の
が
契
機
で
、
後
藤
隆
之
助
氏
が

近
衛
文
麿
公
に
も
話
し
て
く
れ
と
い
う
こ
と
か
ら
は
じ
ま
る
。
五
月
三
〇
日
、

会
い
に
行
く
の
は
面
倒
臭
い
と
書
ぎ
な
が
ら
、
六
月
一
日
会
見
す
る
と
コ
つ

の
光
明
が
与
え
ら
れ
た
」
と
変
化
し
、
尾
崎
秀
実
氏
を
通
じ
て
近
衛
の
新
党
運

動
を
た
の
ま
れ
（
六
月
一
六
日
）
、
や
が
て
近
衛
の
ブ
レ
ー
ン
に
な
る
こ
と
に

「
悉
く
快
諾
」
（
六
月
二
四
目
）
す
る
に
至
る
。
七
月
ゼ
日
、
近
衛
と
会
い
、
そ
の

優
柔
不
断
に
不
満
を
抱
き
な
が
ら
七
月
七
、
八
日
、
十
三
日
と
あ
い
、
八
月
二

八
目
に
は
新
体
制
準
備
会
の
声
明
文
を
出
す
と
「
僕
も
歴
史
的
な
文
章
を
一
つ

書
い
た
こ
と
に
な
る
」
と
自
己
満
足
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
声
明
文
は
出
て

も
新
体
制
は
挫
折
し
た
。
　
「
問
題
は
要
す
る
に
近
衛
自
身
の
不
惜
身
命
の
決
意

に
在
る
の
に
、
近
衛
自
身
は
陣
営
を
持
た
ず
、
人
の
ふ
ん
ど
し
で
相
撲
を
取
ろ
う

と
す
る
と
こ
ろ
に
弱
点
が
あ
り
、
力
の
な
い
た
め
に
」
（
昭
和
一
六
年
一
月
三
日
）
、

博
士
は
甚
だ
心
の
暗
く
な
る
思
い
で
あ
つ
た
、
と
書
き
と
ど
め
て
い
る
。
千
載

の
恨
事
（
同
年
一
二
旦
三
日
）
と
す
ら
記
す
。

　
昭
和
一
六
年
秋
頃
（
第
三
次
近
衛
内
閣
の
末
期
）
、
末
次
信
正
政
権
を
実
現
し
よ

う
と
い
う
情
熱
を
燃
や
す
が
、
こ
れ
も
意
気
込
み
だ
け
で
終
る
。
海
軍
省
の
仕
事

で
連
日
忙
殺
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
末
に
ま
と
め
た
「
大
東
亜
新
秩
序
の
政
治
的

構
図
」
の
検
討
会
髭
軍
禦
熱
蓼
示
叢
い
と
「
な
ん
奈
つ
く
ぐ
嫌

に
な
つ
て
、
積
極
的
に
海
軍
の
た
め
に
努
力
す
る
気
も
失
せ
て
来
る
感
じ
を
如

何
と
も
し
難
い
」
（
昭
和
一
七
年
一
月
二
四
日
）
こ
と
も
た
び
た
び
で
あ
る
。
我
を
忘

れ
て
フ
ル
ス
ピ
ー
ド
で
廻
転
し
て
い
る
と
き
は
、
廻
転
に
よ
つ
て
遠
心
分
離
さ
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れ
た
心
の
空
白
に
気
が
つ
か
な
い
が
、
少
し
で
も
ス
ピ
ー
ド
が
落
ち
て
く
る
と
、

そ
の
深
渕
に
自
己
繊
悔
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
　
「
近
来
僕
の
心
に
幡
る

憂
欝
の
原
因
が
判
つ
て
来
た
。
即
ち
国
事
と
戦
争
の
事
に
熱
中
し
乍
ら
依
然
僕

の
心
中
に
あ
る
の
は
静
か
に
真
理
を
探
求
し
た
い
と
い
う
学
究
の
切
願
だ
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
マ
マ
レ

の
切
願
が
世
事
で
煩
わ
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
憂
欝
な
る
こ
と
に
想
倒
す

る
」
　
（
昭
和
一
九
年
五
月
一
六
日
）
。

　
矢
部
博
士
は
、
た
し
か
に
国
事
に
熱
中
は
し
た
。
席
の
あ
た
た
ま
る
こ
と
の

な
い
奮
迅
の
連
続
で
あ
つ
た
が
、
こ
の
刻
明
な
目
記
に
出
現
す
る
多
数
の
人
物

は
、
大
学
関
係
、
研
究
会
関
係
の
人
間
を
除
け
ぽ
海
軍
省
、
外
務
省
、
大
東
亜

省
の
中
級
事
務
局
ク
ラ
ス
の
人
物
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
の
指
導
的
な
人
物
は
近

衛
文
麿
を
例
外
と
す
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
い
な
い
と
い
つ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

し
か
も
近
衛
と
の
数
度
に
わ
た
る
会
見
に
お
い
て
、
近
衛
を
し
て
政
治
的
に
決

断
・
実
行
に
奮
起
さ
せ
る
ほ
ど
の
影
響
を
あ
た
え
た
わ
け
で
は
な
い
。
軍
の
最
高

指
導
部
、
政
界
の
指
導
的
な
人
び
と
、
重
臣
・
元
老
、
財
界
人
と
の
接
触
も
ほ
と

ん
ど
な
い
。
要
す
る
に
、
政
策
決
定
の
中
枢
部
に
は
タ
ッ
チ
し
て
い
な
い
の
で

あ
る
。
政
策
決
定
を
行
う
上
層
部
に
提
出
す
る
文
書
を
つ
く
る
事
務
局
ク
ラ
ス

と
毎
目
、
醒
齪
と
接
渉
し
て
い
た
だ
け
で
あ
つ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
う

し
て
博
士
は
日
本
を
動
か
す
政
治
の
内
面
に
は
深
く
立
ち
入
つ
て
い
な
い
の
で

あ
る
か
ら
、
こ
の
膨
大
な
日
記
か
ら
、
重
大
な
政
治
的
新
資
料
を
見
出
す
こ
と

は
で
き
な
い
。
政
治
史
上
の
資
料
と
い
う
点
か
ら
で
な
く
、
日
中
戦
争
か
ら
太

平
洋
戦
争
敗
北
に
至
る
ま
で
の
間
に
、
一
学
者
が
、
い
か
に
し
て
軍
国
主
義
の

嵐
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
つ
た
か
と
い
う
過
程
を
知
る
上
で
は
見
逃
す
こ
と
の
で

き
な
い
資
料
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
ま
た
、
矢
部
博
士
個
人
の
精
神
の
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
　
　
　
（
一
〇
〇
）

開
過
程
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
周
辺
に
蝟
集
す
る
戦
中
戦
後
の
著
名
知
識
人
の

生
態
・
精
神
状
況
を
究
明
す
る
上
で
も
ま
た
貴
重
な
文
献
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
七
四
年
、
讃
費
新
聞
社
刊
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
勝
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